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１．登録事業所の概要 

 

（１） 事業者所及び代表者名 

  有限会社 両神自動車商会 

マツダオートザム秩父西    社長  岩田 進 

（２） 所在地 

     店舗  〒368-0101 埼玉県秩父郡小鹿野町下小鹿野１１６６－５ 

           電話 ０４９４－７５－３３４５ 、FAX ０４９４－７５－０８０８ 

（３） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

責任者及び連絡先 社長 岩田 進 

 

（４） 事業の規模                      （年度：4 月～3 月） 

 

 

 

 

 

 

（５） 法人設立年月日 

      1969  年 4 月 1 日 

（６） 資本金 

           500 万円 

２．対象範囲（認証・登録の範囲） 

【事業内容】 

  自動車・カー用品の販売及び自動車整備 

 

【事業の組織】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 2022 年度 

売上高（百万円） 150 150 150 150 

従業員数（人） ４ ５ ５ 5 

事業所延べ床面積（本社・

工場㎡） 

825 825 825 825 

社長 

（兼）環境管理責任者 

営業・総務担当 整備担当 
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３．環境方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営方針 

 

<基 本 理 念> 

わたしたちは、ちちぶ圏域の望ましい環境像（スローガン）「荒川の清流が、

未来につながり、だれもがいきいきと安心に暮らせるまち」に共感します。 

そのために、ゆたかな水を守り、リサイクルに努め、低炭素な活動を、ひとり

ひとりが自主的に行う事業経営を目指します。 

 

<行 動 指 針> 

１．環境経営方針を実現するため、重点的取り組みとして、つぎのことを行いま

す。 

①お客様に低燃費車の情報を提供し、できるだけ多く普及するよう努力します。 

②中古品を再利用するよう努めます。 

③節電や分別の徹底によるリサイクルを行い、環境への負荷低減に努めます。 

２．事業活動に伴う環境関連法規等を遵守します。 

３．ちちぶ圏域の望ましい環境像（スローガン）のために積極的に協力します。 

 

 

２０１８年４月５日 

有限会社 両神自動車商会 

マツダオートザム秩父西 

社長 岩田 進 
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４．環境経営目標と実績 

 【環境負荷の実績】 （２０２2 年４月～２０２3 年３月）                                                                   

 

年度  

   項目 

２０２２年度 

二酸化炭素排出量削減 

（対基準年：2.0％/年削減） 

二酸化炭素排出量 ｋｇ-CO2／年 23,223 

購入電力量 kWh／年 
27,381 

ガソリン使用量 ㍑／年 3,079 

軽油 ㍑／年 1,079 

ＬNＧ使用量 kg／年 19 

廃棄物排出量   
事業系一般廃棄物 ｋｇ／年 579 

リサイクル量(廃油) ｋℓ／年 2.5 

水使用量 ㎥／年 12２ 

 

【中期環境経営目標】 

取組項目 

基準年度 

単位 

環境経営目標 

2017年度実績値 

(2017.4～2018.3) 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

 

 

ＣＯ２削減 ２６、５１１ 
増減率＊２ －2.0％ －2.5％ －3.0％ -3.0％ -3.0％  

ｋｇ－ＣＯ２ ２５，９８０ ２５、８４８ ２５、７１６ ２５、７１６ ２５、７１６  

電力量削減 ２９、５８９ 
 －2.0％ －2.5％ －3.0％ -3.0% -3.0％  

ｋＷｈ ２８，９９８ ２８、８４９ ２８、７０１ ２８、７０１ ２８、７０１  

燃料削減 

ガソリン L 
４、６００ 

増減率 －2.0％ －2.5％ －3.0％ -3.0% -3.0％  

ℓ ４、５０８ ４、４８５ ４、４６２ ４、４６２ ４、４６２  

廃油・廃タイヤの

リサイクル 
廃棄量ゼロ 

廃棄量 

ℓ、本 
０ ０ ０ ０ ０  

節水の取組 １２１ 
増減率 －1.5％ －1.5％ －1.5％ -1.5% -1.5%  

ｍ
３
 １１９．２ １１９.．２ １１９．.２ １１９.．２ １１９．.２  

エコカー販売  増減率 ＋１５％ ＋２０％ +２５％ +３０％ +３０％  

リサイクルセン

ター協力 

＊＊＊ 
－－ 部品交換者に安く提供する。 

地域環境活動 ＊＊＊ 
－－ 環境経営経営レポート掲示、市の清掃活動に参加、等 

【備考】電力のＣＯ２排出係数は、0.525kg-CO2/kWh（2012年東京電力の実排出係数）及びミツウロコでんりょく

の実質排出係数 0.462kg-CO2/kWh を使用 

増減率とは、基準年度に対する比率。エコカーは、燃費２５ｋｍ／ℓ 以上の車と定義 
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５．環境経営活動計画及び 

環境経営活動計画の取り組み結果とその評価、対象期間以降の取組 

項  目 201８年度の取組計画取組内容 結 果 2022 年度

活動計画 

 

 

二酸化

炭素排

出量の

削減 

電力使用量 

の削減 

① 冷房２７℃、暖房２２℃ 

② 空調機フィルター清掃 

③ 作業休憩時の消灯、不要電気

ＯＦＦ 

④ 夜間、休日はＰＣ、プリンタの

主電源ＯＦＦ 

猛暑のため空調

機の冷房設定温

度を２６℃に変更

した。他の項目は

実施出来た。 

継続 

燃料使用量の

削減 

① エコドライブ教育（アイドリング

ストップ、 

急発進、急加速、急停止、空ぶ

かし防止） 

② タイヤ空気圧チェック（６か月

毎） 

各項目とも実施出

来たがガソリンの

使用量が１０％増

加した。納車台数

の増である。 

継続 

廃棄物

排出量

の削減 

廃油・廃タイヤ

のリサイクル

徹底 

① 分別種類の表示 

② 使える自動車部品の保管徹

底 

廃油のリサイクル

リサイクル部品購

入。 

継続 

節水の取り組み ① 節水表示を行う 

② 水道の流しっぱなしをやめる 

③ 洗車時は水を汲んで行う 

 

実施出来た。 継続 

グリーン購入 ① リサイクルセンターと協力して

安い交換部品を提供する 

― ― 

地域環境活動 ①環境経営活動レポートを掲示 

②市主催のクリーンデーに参加 

＊下記活動を行っ

た。 

継続 

＊今年度も取り組みとして、ペットボトルとキャップを回収して地元の高校へ寄付しました。 

古紙を回収し（リサイクルできるように分別）地元に協力する。 
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６．環境経営目標の実績と評価 

２０2２年４月～２０２３年３月 

取組項目 目 標 実 績 評価 

二酸化炭

素排出量

の削減 

二酸化炭素排出

量 

基準年度比 

－３．０％ 

２５、７１６ｋｇ- CO2 

基準年度比 

-１２．４％ 

２３，２２３ｋｇ- CO2 

 

〇 

電力使用量 基準年度比 

－３．０％ 

２８、７０１ｋＷh 

基準年度比 

－７．４％ 

２７，３８１ｋＷh 

 

〇 

燃料使用量 

（ガソリン） 

基準年度比 

－３．０％ 

４、４６２ ℓ 

基準年度比 

－３３．０％ 

３,０７９ ℓ 

  

〇 

廃棄物 廃油・廃タイヤの

リサイクル徹底 
廃棄量ゼロ 廃棄量ゼロ ○ 

節水の取り組み 基準年度比 

-1.５％ 

１１９．２ ㎥ 

基準年度比 

+０．８％ 

１２２．０ ㎥ 

× 

販売商品の環境配慮 

エコカーの販売計画台数達成 
＋２５％ ＋５％ × 

回収部品をリサイクルセンター

から取寄せる 

協議して推進  ○ 
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７．環境関連法規等の遵守状況及び違反･訴訟等の有無 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。（２０２２年度） 

法 規 名  該当する項目 遵守状況 

廃棄物処理法 

・保管基準の遵守（廃棄物置場の表示、衛生管理） 

産廃を委託した場合は下記の遵守事項 

・廃棄物処理契約書、委託先業者の許可証確認 

・マニフェスト伝票の照合確認（発行･返送・遅延時の届出） 

・マニフェスト交付状況報告 

・水銀汚染防止法 

遵法 

自動車リサイクル法 ・使用済自動車の適正処理 遵法 

水質汚濁防止法 
・水質汚濁防止の措置 

・油水分離装置の管理 
遵法 

浄化槽法 ・浄化槽の清掃、保守点検、定期検査 遵法 

消防法（危険物） ・少量危険物の貯蔵及び取扱の基準遵守 遵法 

フロン排出抑制法 
空調設備の点検 

エアコン廃棄後の点検記録は 3年間保管（改正追加事項） 
遵法 

小鹿野町 

環境基本条例 

・事業系廃棄物の適正処分 

ごみの減量努力、廃棄物の焼却禁止 
遵法 

環境関連法規制等の遵守状況は、定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。また、過去５

年間にわたって違反や訴訟も発生していません。  

 

８．代表者による全体評価と見直し結果 

 

（１）全体の確認・評価 

項目 報告内容（要旨） 代表者の評価 

１．環境目標の達成

状況、環境活動計

画の実施状況 

･当年度環境目標､環境活動計画及び 

その取組結果報告 

環境目標を見直して活動したが、電気

供給会社を変えた効果が出ている。コロ

ナ禍で仕事の見直しをしたが改善に至

と考えられる。 

２．外部コミュニケー

ション 

環境コミュニケーション記録 

 

今回も地域の方々からの苦情などなく 

活動に積極的に参加できた。 

３．環境法規制等の

遵守状況 

･当年度環境法規制等の確認結果報 

 告 

法規を遵守して環境活動を行うことが出

来た。最新法についても洗い出していま

した。今後も継続して下さい。 

４．是正処置及び予

防処置の実施状

況 

･目標値の是正処置を前年行った。 

 

水の使用は、顧客の車の整備、点検に

伴うもので削減が困難なところが有りま

す。二酸化炭素は、電気、ガソリン、軽

油等コロナ禍の見直しが大きく成果を出

している。 
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（２）代表者による環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項 

 

項 目 
変更の 

要否 
指示事項等 回答者 回答日 回答内容 

１．環境経

営方針 
否 

当分の間、この方針でい

く。 
―― ― ― 

２．環境経

営目標 
否 

当初たてた環境経営目

標の数値で毎日ルール

を守り達成を継続する。 

―― ― 

日常活動を徹底する事で更に

挽回したい。 ３．環境経

営活動計

画 

否 
来年度も同様の活動を

継続する。 
―― ― 

４．システ

ム運用 
否 同上 ―― ― ― 

５．その他 否 

顧客車の部品交換にリ

サイクルパーツを推奨し

て件数を増やす。 

―― ― 

リビルド品実績 10件/年達成し

て顧客満足度を高め、資源の

有効活用を達成済みでした。 

ここでも新品を使うよりは、二

酸化炭素の発生を抑制してい

る。 

 

 ２０２３年 3 月 31 日    代表取締役社長   岩田 進 


